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宝暦 5年 1755 草津薬泉之記 巣萑子，自筆稿本，名古屋から草津までの道中記 ○
安永 9年 1780 草津湯泉游記 平沢旭山，儒者による紀行文，『漫遊文草』1789年に収録 ○
文化年間 1804-18 上州草津温泉浴法手引草 著 /霜田尚平，校 /神林英吉，刊本，草津の医師による入浴案内 ▽ ○
文政 6年 1823 草津温泉往来 撰 /十返舎一九，刊本，滑稽本作者による往来物 ○ ○
慶応元年 1865 草津繁昌記 堀秀成，写本，古河藩士・国学者による繁昌記
明治12年 1879 上毛温泉遊記 大槻文彦，紀行文，『復軒旅日記』1938年に収録 ○ ○ ○
明治13年 1880 上野国吾妻郡草津鉱泉療法一覧
著者 /出版人 /市川与平（草津），印刷 /成立社（前
橋市） ○ ○ ○ ○ 1枚
明治13年 1880 草津温泉の古々路恵 編輯 /出版人 /折田佐吉（草津） ○ ○ ○ ○ 10丁
明治17年 1884 上毛草津鉱泉独案内 著者 /出版人 /長井文靖（横浜），蔵版 /成美堂 ○ ○ ○ ○ 48頁
明治21年 1888 草津温泉誌 著作 /発行者 /湯本平内（草津），印刷者 /伊藤甲造（長野県上田町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21丁
明治22年 1889 草津八勝 著作 /発行 /印刷人 /阿部善吉（東京市） ○ ○ ○ 12丁
明治25年 1892 上州草津温泉入浴略案内記 湯彦楼 大川角造（草津），印行 /中野活版石版印刷所 ○ ○ ○ ○ 12頁
明治28年 1895 上州草津温泉入浴略案内記 山本館 市川久三郎（草津），印行 /中野印刷所 ○ ○ ○ ○ 24頁
明治28年 1895 上州草津温泉入浴略案内記 発行者 /富永徳次郎（草津），印刷所 /中野印刷所（長野県中野町） ○ ○ ○ ○ 24頁
明治29年 1896 改正新版草津温泉案内 松野屋〆蔵（草津） ○ ○ ○ ○ 28頁
明治32年 1899 上毛草津温泉の歴史 石倉翠葉，『読売新聞』，7月 9日，11日，12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
明治32年 1899 上州草津温泉入浴略案内記 日新館 湯本柳三郎（草津），印行 /中野印刷所 ○ ○ ○ ○ 24頁
明治38年 1905 上州草津温泉入浴略案内記 編輯 /発行者 /山田治衛門（東京市），印刷者 /山田市太郎（東京市） ○ ○ ○ ○ 13頁
明治38年 1905 上州草津温泉誌 著作 /発行者 /松永彦右衛門（東京市），印刷所 /博文館印刷所（東京市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44頁
明治40年 1907 草津鉱泉療法 著述 /発行者 /下屋学（草津），印刷所 /秀英舎第一工場（東京市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 64頁
明治41年 1908 草津温泉 著作 /発行者 /萩原太一郎（群馬県長野原町），発行所 /草津鉱泉取締所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 149頁
明治43年 1910 吾妻郡草津町郷土誌 草津尋常高等小学校・草津町役場，手稿本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大正10年 1921 草津案内 著作 /発行者 /戸丸国三郎（東京市），発行所 /日本温泉協会代理部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47頁
大正10年 1921 草津温泉案内　4版 著作者 /石田謙吉（草津），発行所 /草津鉱泉取締所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 66頁
大正11年 1922 風光明美草津温泉誌 著作者 /五十嵐治夫（東京市），発行所 /東京鉄道タイムス社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 174頁
大正12年 1923 草津温泉案内 著作 /発行者 /布施廣雄（草津），発行所 /草津鉱泉取締所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 91頁















































































































































































































































































































































































































































































































































































































1911年から 1926（大正 15）年にかけて 5回の改訂
増補によって出版が続いた。初版は附録として 2編
の寄稿を収録していたが，その後さまざまな人の著
述を集めた選集となって，6版では 230頁に増加し
た。そうしたなかで「起源と沿革（うすひのふるこ
と）」は，萩原秋水の署名で，わずかな表現の変更
のみで初版の叙述を引き継いでいる。
　1921（大正 10）年の戸丸国三郎『草津案内』では「草
津の地理と歴史」において，それぞれの事項を取り
上げ簡潔に叙述している。同年刊行の石田謙吉『草
津温泉案内』4版では，確なる證跡のある事柄のみ
を少し参考に供しておくとして，日本武尊を除いた
定番ともいえる事項に言及している（表 1）。
　萩原（1908）の影響を受けた叙述がみられるのは，
1922（大正 11）年の五十嵐治夫『風光明美草津温泉誌』
である。本書の「温泉の起源と沿革」では，萩原（1908）
の A3，A4の説を引きつつ，日本武尊による温泉の
発見について述べている（五十嵐 1922： 5-6）。また，
源頼朝の入浴されたことは「東鑑又は曾成
［ママ］
物語に記
明されてある」，『前上野名蹟考』には建久 4年 8月
3日源頼朝が三原に遊猟の時に温泉が湧出したとあ
るなど（五十嵐 1922：6-9），原典を確認せず，孫
引きした記載となっている。『曾我物語』の誤記だ
けでなく，『上野名跡志』において「前上野志名跡考等」
とあったのが，本書では『前上野名蹟考』と重ねて
誤った書名になっている。本書は草津外部で作成さ
れており，明確な誤りを正すものがいなかったので
あろう。
　草津の医師である布施廣雄による 1923（大正 12）
年の『草津温泉案内』でも，萩原（1908）と共通す
る事項を取り上げている。本書の「歴史と地理」の
なかで，鳥居嶺
とうげ
が日本武尊東征当時の碓氷嶺
とうげ
である
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と推しうる，鳥居嶺は古くより開通した通路であり，
地勢上通じやすく，東方に吾妻の地を有するなどの
有力な条件を備えるが，それらの是非は識者に待つ
として，由緒古き白根神社は日本武尊を奉祀して郡
内唯一の郷社とし崇拝しているのも尊と温泉と関係
があるように推せられる，と述べている（布施
1923：10-12）。
　1938（昭和 13）年には『草津町史』が刊行された。
著者の佐藤曾平は町会議員を 2期務めており，「本史
編纂に就て」によれば，1931年 1月，町長や旅館
主らと談笑のおり，年賀の祝酒に花が咲いて町史編
纂の議が起こり執筆を命じられ，責任ある調査に基
づき起稿したと述べている（佐藤 1938：1-2）。
　「草津温泉の創始」を要約すると，次のように慎
重な姿勢をみせている（佐藤 1938：3-4）。
　建久 8年 8月に源頼朝が発見して開いたという光
泉寺の草津由来記は，正治 2年に書いたもので建久
当時の記録ではないから丸呑みにすることができな
い。東鑑や曾我物語などからみて綜合するときは建
久 4年の説を有力とする。四万温泉の由来記に，建
久 4年に源頼朝が草津より猿渡（筆者注，沢渡）を
経て四万温泉に来たとの記録がある。三原野の狩り
は，山の温泉に世を忍んで潜伏する者が多かったゆ
え，平家や木曾の残党を狩って，後顧の憂いを除く
ためであったと察せられる。さればその頃は草津温
泉もすでに開けて旅宿も商店もあったので，ただ記
録がないから立証はできないが，建久時代の創始と
は思えない。
　養老 5年に行基が開くとの説も確たる記録がない。
光泉寺は正治年間に開山したことが信じられる。湯
本平内氏は，行基は堯恵の誤りだろうと書いた。
　その他，草津温泉の創始として異説様々ある日本
武尊の東征の時という。里芋と胡麻の伝説などもあ
るが，いずれにせよ温泉は建久以前の遠き昔より漸
次開けたものである。ただ記録がないのみである。
　次いで，「光泉寺蔵草津由来記」の全文を掲載して
いる（佐藤 1938：5-8）。ちなみに佐藤は，古き由
来記としては唯一のものとして，この文書の 1200
（正治 2）年という年記を疑ってはいないが，Ⅱで
記したように，近世作成の文書とされている。その
他の事項では，近衛龍山については「草津温泉名士
の足跡」で取り上げ（佐藤 1938：176-177），武田
信玄と豊臣秀吉については「附録」に関係文書を収
めている（佐藤 1938：222-225）。
　なお，上述の里芋と胡麻の伝説は，白根神社の伝
説として次のように記されている。日本武尊が東夷
征服のみぎり，近村の畑の畦道で里芋の葉で足をす
べらせ転んだところ，胡麻の枝で目を突き，草津の
湯で湯治して全快した。よって昔より三原郷の村人
は申し合わせて，その年より里芋と胡麻を植えない
ことを誓った（佐藤 1938：124）。
　神様がゴマで目を突いたために禁忌作物とする民
俗は各地にみられるので，それを日本武尊に置き換
えて伝えたものであろう。
　佐藤曾平『草津町史』は，おもに明治以降の草津
町の行政，教育，交通，通信などの記録をまとめた
ものであり，歴史叙述の分量はわずかで，詳しくな
い。そうしたなかで，記録の有無へのこだわりがみ
られることは，ほかの案内書にはない特徴といえる。
Ⅵ　おわりに
　群馬県では，1929（昭和 4）年に群馬県教育会に
よって『郷土読本』が刊行された。凡例には，青年
子女に郷土を理解させ，その愛護の精神を鼓吹し，
国民精神を涵養するために編纂したもので，小学校
上級児童および実業補習学校生徒等の読物に充てる
ことができるよう考慮したとある。本書に収められ
た 44の題材のうちの一つに「温泉の国上州」がある。
そこには，草津温泉の発見は最も古く，皇極天皇（在
位 642～645年）以前と伝えられ，爾来公卿・武将
等しばしば来浴とあるのみで，開湯伝説は語られて
いない（群馬県教育会 1929：205）。ただし，「上古
の毛野国」では，日本武尊が弟橘媛を追慕したこと
を取り上げ，上古の上毛が東国で王化普及中枢の地
であったことに想到するとの記載がある（群馬県教
育会 1929：48-49）。
　近世において光泉寺のかかわった由来記，奇効記，
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縁起など地元の草津で書かれたものでは，行基と源
頼朝による開湯伝説が定番となっていた。
　明治に入ると，日本武尊による開湯伝説が加わる。
確認できている初出は，1880年の市川与平「上野国
吾妻郡草津鉱泉療法一覧」である。その後，旅館の
配布する案内記においては，『日本書紀』にみえる「碓
日嶺」を「須ヶ尾」とし，日本武尊を草津温泉の開
元とする叙述が繰り返されている。
　一方，「碓日嶺」を鳥居峠とする説は，1899年の
石倉翠葉の記事や 1905年の松永彦右衛門『上州草津
温泉誌』に見出せる。これらは，19世紀半ばに編
まれた『上野名跡志』を参照していると判断される。
松永は，日本武尊，行基，源頼朝，武田信玄，近衛
龍山，豊臣秀吉，徳川吉宗などを取り上げており，
これ以降に出された案内書における歴史叙述の原型
を作った。
　1908年の萩原太一郎『草津温泉』における叙述は，
ほぼ松永（1905）の記載のどおりで，独自の歴史叙
述としては，日本武尊と鳥居峠にかかわる部分が重
要といえる。しかし，その説は牽強附会の傾向をぬ
ぐえない。そして草津町役場と草津尋常高等小学校
によって調製された1910年の「吾妻郡草津町郷土誌」
における「口碑伝説偉人豪傑」の叙述も，萩原（1908）
を引き写したものであった。
　その後大正期まで，萩原（1908）の影響が認めら
れるが，1938年の佐藤曾平『草津町史』では，記録
の有無へのこだわりがみられ，全体として慎重な叙
述となっている。
　草津温泉における歴史意識の特色として，温泉地
ゆえ傷病者の療養に適していることを対外的に広告
するため，多くの武将の入湯があったことを強調し
ていることがあげられる。一方で，多くの案内書に
おいて歴史的な考証は不十分であり，誤りを正すこ
となく，叙述が繰り返し写されていた。
　明治期に行基や源頼朝に加えて日本武尊の開湯伝
説が入った背景には，光泉寺を中心とした由緒にあ
る仏教的な要素を薄め，白根神社の再建にからみ，
神道を中心とする由緒が必要とされたことがあるの
ではないだろうか。神話の骨格を事実とする皇国史
観や日本武尊を祭神とする白根神社の郷社選定と
いった出来事の影響があったと推察される。
［付記］
　本稿の骨子は，2016年 6月に開催された第 59回歴史地理
学会大会（於：城西大学）において発表した。本研究は，
JSPS科研費 （基盤研究（C） 15K03004）の助成を受けたもの
である。
［注］
 1）白井（2004）など。
 2）羽賀（1998）など。
 3）近世の旅と参詣型往来物や地誌などの出版文化との関係
については，原（2013）に詳しい。
 4）武州御嶽山を事例にヤマトタケル由緒の創出と社会化の
過程を考察した岩橋（2010）によれば，19世紀初頭には
江戸周辺地域において，ヤマトタケルにまつわる伝承が社
会通念として定着していたという。
 5）松永（1905）は「宗祇終焉記」による来訪年を文亀 3年
と誤ったままで，「東路のつと」の書目に「裹」を「裏」とす
る誤字があり，ルビも「あづまじのうら」としている。萩
原（1908）もこの誤記を引き継いでいる。
 6）群馬県立文書館においてマイクロ資料として収蔵されて
いる。
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